
はじめに 

 

人生 100 年時代と言われるとおり、以前と比べると健康寿命も延びて、長く働きたい人が

増えています。また、少子高齢化により若手労働力が不足する中、多くの企業で 50 代・60

代の活躍が重要な経営課題となっています。しかし、今のところ、どのような施策をするべ

きか明確な答えは出ていない状況です。 

これまで、50代・60 代のキャリアと働き方についての調査研究は蓄積されてきましたが、

主に男性を想定したものが多く、女性については十分に把握されていませんでした。という

のも、女性正社員 50 代・60 代の数が増加してきたのは、男女雇用機会均等法が施行されて

30 年以上が経過したここ数年のことだからです。 

そこで、21 世紀職業財団では、企業で正社員として働く 50 代・60 代の女性の実態を把

握し、そのような女性たちがさらに活躍するための方策を検討するため「女性正社員 50

代・60 代におけるキャリアと働き方に関する調査」を実施することとしました。今野浩一

郎学習院大学名誉教授に委員長をお引き受けいただき、研究者の方々や企業の人事部門・ダ

イバーシティ部門の管理者の方々にご参集いただいて、調査研究委員会(次ページ参照)を

開催し、インタビュー調査やアンケート調査及びその分析を実施しました。本報告書は、そ

の結果を取りまとめたもので、企業が今後どのようなことに取組むことが望まれるかにつ

いて検討したものです。なお、女性についての課題を洗い出す手法として男女比較を行うこ

ととし、アンケート調査は 50 代・60 代の男女を対象としました。 

この調査によって、男性と同じようには育成されてこなかった女性たちが自分なりにキ

ャリアについて考え、会社人生を生き抜いてきた姿が浮き彫りになりました。それとともに、

さらに活躍するためには多くの課題があることが明らかになりました。本報告書が各社に

おける 50 代・60 代社員の活躍推進の一助になれば幸いです。 

最後に、大変お忙しい中、委員長を務めていただき、執筆もしていただいた今野浩一郎名

誉教授をはじめ、調査研究委員会の委員の方々に厚く御礼を申し上げます。また、インタビ

ュー調査にご協力いただきました企業の人事・ダイバーシティご担当者、女性社員、アンケ

ート調査にご協力いただきました 2820 名の 50 代・60 代の方々に、心から御礼を申し上げ

ます。 
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